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 要  旨 
【序論】 
スルフォ基を持つ水溶性のアゾ系色素は昔から知られている色素なのにも関わらず、結晶構造解析
は Orange G しか報告されていない。また、当研究室の研究例としてタンパク質との相互作用がわかっ
ており、現在色素との複合体結晶の作成が行われている。今回の研究において、今後タンパク質との
相互作用の解析のために、比較対象として単体の色素の分子構造が必要なので結晶構造解析を試みた。
用いた色素は、タンパク質との相互関係を考える上でも分子構造に興味が持たれる Sunset Yellow FCF、
Acid Red 13 と Bordeaux Red の三種類である。 
【実験】 
Na 塩は水への溶解度が高すぎるために結晶化が困難だった。そこで Sunset Yellow FCF は Ca 塩、
Acid Red 13 と Bordeaux Red は Mg 塩として沈殿が得られたので、この粉末試料を元にして、蒸発法や
蒸気拡散法、拡散法、CTS(cycling temperature strategy)、シーディングなどの再結晶化法を試みた。特
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